
‣ 身体的拘束に対する基本方針

‣ 身体的拘束最小化に向けた具体的な取組

・ 多職種による身体的拘束最小化チームの設置

⇒ 専任の医師や看護師等からなる『身体的拘束最小化チーム』を設置し、各病棟を

定期的に巡回して、評価や代替手段の検討などをしています。

・ 組織的な検討体制

⇒ 毎月、身体的拘束最小化のための委員会を開催し、実施状況の把握と改善策や、

早期解除の方策の検討をしています。

・ 職員研修の実施

⇒ 全職員を対象に、身体的拘束の代替手段や患者様の尊厳保持に関する研修を

年2回以上実施しています。

・ 環境整備と見守りの強化

⇒ 見守りセンサーやベッドの高さの調節、お声がけの頻度を増やすなど、安全に

動くことのできる環境づくりに取り組んでいます。

‣ 当院の身体的拘束実施割合（令和８年６月～８月の３か月平均）

当院では、取り組みの成果を客観的に評価するため、定期的に実施率を測定しています。
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身体的拘束最小化推進体制加算に係る掲示

当院では、患者さんの尊厳と権利を尊重し、原則として身体的拘束を行いません。

身体的拘束は、患者さんの生命または身体の安全を確保するために、切迫性・非代替性

範囲で実施します。

・一時性の３要素をすべて満たし、他に代替する方法がない場合に限り、必要最小限の

当院の取組と方針

903,509

4.04
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また、実施した場合は、必要性を継続的に評価し、速やかな解除に努めます。

５階病棟（地包ケア１）

７階病棟（地包ケア１）

対象病棟 延べ算定日数 拘束実施日数 実施割合

3,561 144

2.56


